
1
面

月
18
日
、
鎌
倉
の

坂
ノ
下
海
岸
で
開

催
さ
れ
、
市
内
の

幼
稚
園
児
１
２
０

余
人
を
含
む
約

３
０
０
人
が
参
加

し
た
＝
写
真
。

今
回
12
回
目
に

な
る
鎌
倉
な
ら
で

は
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

同
会
に
新
設
さ
れ

た
「
地
域
社
会
交

流
部
」
が
主
体

に
な
り
実
行
委
員
会
方
式
で
企

画
。
市
の
事
業
と
し
て
も
位
置

づ
け
ら
れ
、
湘
南
漁
業
協
同
組

合
鎌
倉
支
所
の
支
援
も
。

引
き
上
げ
ら
れ
た
ク
ロ
ダ
イ

・
コ
ウ
イ
カ
・
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
・

ア
ジ
が
全
員
に
分
配
さ
れ
、
ク
ロ

ダ
イ
な
ど
大
物
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン

で
配
布
。
漁
師
が
獲
れ
た
魚
の

説
明（
お
魚
勉
強
会
）を
行
な
い
、

市
の
こ
ど
も
み
ら
い
部
職
員
に

よ
る
ゲ
ー
ム
、
市
内
町
内
会
会
員

の
海
藻
展
示
も
あ
っ
た
。
最
後

に
海
岸
清
掃
も
行
い
、
参
加
者

た
ち
は
世
代
を
越
え
た
交
流
の

場
と
し
て
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

松
山
バ
レ
エ
団

「
く
る
み
割
り
人
形
」

　

鎌
倉
校
の
生
徒
た
ち
も

バ
レ
リ
ー
ナ
の
森
下
洋
子

さ
ん
が
理
事
長
・
団
長
を
務
め

る
松
山
バ
レ
エ
団
の
「
く
る
み

割
り
人
形
」
の
公
演
が
、
12
月

13
日
に
鎌
倉
芸
術
館
で
開
催
さ

れ
、
主
役
の
森
下
洋
子
さ
ん
と

一
緒
に
、
同
団
鎌
倉
教
室
の
小

学
生
８
人
が
出
演
す
る
。
い
ず

れ
も
本
校
で
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
選
ば
れ
、
本
番
に
む
け
て

猛
練
習
の
最
中
だ
。

講
師
の
石
山
亜
衣
さ
ん
は
、

鎌
倉
校
開
校
以
来
16
年
、「
マ

マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ス
」
〜

高
齢
者
ま
で
幅
広
く
指
導
に
当

た
る
大
ベ
テ
ラ
ン
。「
子
ど
も

た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
持
っ
て

い
る
の
で
本
番
は
や
り
と
げ
る

と
信
じ
て
い
る
」と
石
山
さ
ん
。

子
ど
も
た
ち
も
額
に
汗
を
光
ら

せ
な
が
ら
「
森
下
先
生
と
い
っ

し
ょ
に
踊
れ
る
な
ん
て
夢
の
よ

う
」
と
意
気
込
む
。

森
下
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
届
い
て
い
る
。「
鎌
倉

と
い
う
文
化
へ
の
理
解
が
深

く
、
歴
史
あ
る
地
で
ク
リ
ス
マ

ス
間
近
の
ひ
と
と
き
に
、
楽
し

く
、
温
か
く
、
お
子
様
か
ら
ご

年
配
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方

と
、
平
和
へ
の
祈
り
、
命
慈
し

む
未
来
へ
の
希
望
を
分
か
ち
合

え
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
」

12
月
13
日
14
時
30
分
開
演
、

鎌
倉
芸
術
館
。
チ
ケ
ッ
ト
の

申
し
込
み
☎
０
５
７
０
・
00

・
１
７
４
１ 

問
い
合
わ
せ
松
山

バ
レ
エ
団
☎
03
・
３
４
０
８
・

７
９
３
９（
１
面
下
に
ご
案
内
）

古
着
買
取
・
回
収

　
鎌
倉
に
１
号
店

　
　
　
　
　

白
洋
舎

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
白
洋
舍

（
本
社
東
京
都
大
田
区
、
五
十

嵐
瑛
一
代
表
取
締
役
社
長
）

は
、
10
月
に
鎌
倉
市
小
町
に

古
着
回
収
・
買
取
専
門
店

「COCOROM
O ROOM

（
コ

コ
ロ
モ
ル
ー
ム
）」
を
オ
ー
プ

ン
し
た
＝
写
真
。

　
　
長
谷
寺
の
エ
ノ
キ

文
　
小
林
千
穂
／
写
真
　
古
川
三
紀
雄

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑲

鎌
倉
市
城
廻
の
城
廻
自
治

会
（
３
６
０
世
帯
）
が
、
市

か
ら
借
り
受
け
て
い
る
土

地
を
多
目
的
広
場
と
し
て
２

年
が
か
り
で
整
備

し
、
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
に
し
た

「
城
廻
多
目
的
ひ
ろ

ば
」
を
10
月
８
日
、

松
尾
崇
鎌
倉
市
長

が
視
察
し
た
。

住
宅
地
の
外
れ

に
あ
る
１
１
０
５

・１
７
㎡
の
土
地
で
、

長
い
間
イ
ベ
ン
ト

な
ど
行
う
こ
と
な

く
未
使
用
だ
っ
た

が
、
２
年
前
自
治

会
長
に
な
っ
た

高
野
俊
夫
さ
ん

（
75
）
が
、
自
治
会

員
ら
と
活
用
方
法
を
議
論
。

自
然
農
法
の
畑
づ
く
り
を

す
る
「
体
験
ひ
ろ
ば
」、
ワ
ン

ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
「
ふ
れ

あ
い
ひ
ろ
ば
」、
富
士
山
を

眺
め
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
が
で
き
る
「
交
流
ひ
ろ

ば
」
の
３
種
類
の
ひ
ろ
ば
の

建
設
・
運
営
を
決
め
、
市
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
昨
年

９
月
ご
ろ
か
ら
重
機
を
い
れ

て
、
地
盤
改
良
な
ど
の
作
業

を
進
め
た
。

入
り
口
は
暗
証
番
号
式
南

京
錠
で
施
錠
し
、
開
錠
を
提

示
す
る
旗
を
設
置
し
た
。
農

地
の
堆
肥
に
は
伐
採
し
た
草

木
も
使
用
、
ひ
ろ
ば
を
区
分

す
る
柵
や
入
口
の
扉
、
テ
ー

鎌
倉
市
内
で
唯

一
現
存
す
る
木
造

学
校
施
設
、
国
登

録
有
形
文
化
財
の

御
成
小
学
校
旧
講

堂
で
、
改
修
工
事

が
は
じ
ま
り
ま
す
▼
関
東
大

震
災
で
被
災
し
廃
止
と
な
っ

た
御
用
邸
跡
に
、
１
９
３
３

年
、
鎌
倉
郡
御
成
尋
常
高
等

小
学
校
と
し
て
開
校
▼
旧
講

堂
で
は
１
９
３
７
年
に
来
日

し
た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
が
講

演
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

お
り
、
長
く
体
育
館
と
し
て

使
わ
れ
て
お
り
、
私
自
身
も

体
育
の
授
業
を
受
け
た
記
憶

が
残
っ
て
い
ま
す
▼
体
育
館

と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
木

の
空
間
は
、
少
し
の
休
憩
期

間
を
経
て
新
し
い
空
間
へ
と

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
▼
こ
の
文
化
財
が
、
工

事
の
の
ち
、
地
域
の
記
憶
を

た
ず
さ
え
、
ふ
た
た
び
子
ど

も
た
ち
の
足
音
を
受
け
止
め

て
く
れ
る
と
思
う
と
楽
し
み

で
あ
る
と
同
時
に
厳
粛
な
気

持
ち
で
も
あ
り
ま
す
。（
Ｎ
）

11月

鎌
倉
・
城
廻
自
治
会

多
目
的
ひ
ろ
ば
を
住
民
主
体
で
建
設
・
運
営

　「
車
検
を
通
す
か
迷
っ
て
い

る
」「
車
の
維
持
費
が
大
変
」

「
免
許
返
納
を
考
え
て
い
る
」

―
そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る
の

が
、
地
域
密
着
の
車
買
取
専
門

店 

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
。

　
丁
寧
な
対
応
と
納
得
の
高
額

査
定
で
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
出
張
査
定
は
無
料
。
実
績

豊
富
な
坂
野
代
表
が
ご
自
宅
ま

で
伺
い
ま
す
。

　
査
定
額
に
納
得
で
き
な
け
れ

ば
、
お
断
り
い
た
だ
い
て
構

　「
愛
車
を
高
く
、
安
心
し
て

手
放
し
た
い
」
―
そ
ん
な
思
い

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
を
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

H
P: hc-kam

akura.jp

９
時
〜
19
時
・
定
休
日
な
し

ク
ル
マ
の
売
却
、
迷
っ
た
ら
ご
相
談
を

車
売
る
な
ら
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

「鎌倉朝日を見たとお電話を」

い
ま
せ
ん
。
無
理
な
営
業
や
し

つ
こ
い
連
絡
も
一
切
な
し
。
初

め
て
の
方
で
も
安
心
。

　
ま
た
、「
古
い
」「
キ
ズ
が

多
い
」「
走
行
距
離
が
多
い
」

な
ど
で
ご
不
安
の
あ
る
お
車

で
も
、
最
低
２
万
円
以
上

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千
円

以
上
）
で
買
取
保
証
。
契
約
後

の
減
額
は
な
く
、
代
金
は
そ
の

場
で
現
金
払
い
。

　
名
義
変
更
後
に
は
、
必
ず
書

面
で
ご
報
告
。
最
後
ま
で
安
心
し

て
任
せ
ら
れ
る
車
買
取
店
で
す
。

発
病
に
は
至
ら
ず
と
も
軽

い
不
調
が
あ
る
「
未
病
」
の
状

態
を
改
善
し
、
カ
ラ
ダ
の
ケ
ア

を
楽
し
く
実
践
で
き
る
「
ず
し

は
や
ま
未
病
フ
ェ
ス
」
が
９
月

28
日
、
逗
子
市
の
亀
岡
八
幡

宮
境
内
で
行
わ
れ
市
民
ら
約

４
０
０
人
が
秋
の
一
日
を
楽
し

ん
だ
＝
写
真
。

同
フ
ェ
ス
は
、
逗
子
の
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
「
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
仲
町
橋
」
に
集
ま
っ
た

ず
し
は
や
ま
未
病
フ
ェ
ス

健
康
長
寿
目
指
し
て

　
関
谷
は
鎌
倉
の
北
部
。
見
晴
ら

し
が
よ
い
高
台
に
、
鎌
倉
野
菜
の

産
地
と
し
て
農
地
が
広
が
る
。
農

地
の
先
に
は
谷
が
あ
り
、そ
の
ず
っ

と
先
に
富
士
が
そ
び
え
る
。

　
朝
は
曇
っ
て
見
え
な
か
っ
た
富

士
が
、
午
後
に
な
っ
て
裾
野
が
見

え
て
き
た
。
夕
方
に
は
頂
上
ま
で

全
身
を
見
せ
て
く
れ
た
。
落
日
の

光
り
が
、
た
な
び
く
雲
を
下
か
ら

照
ら
し
、
影
を
そ
の
上
部
に
作
っ

て
い
る
。
山
を
染
め
、
足
元
の
草

の
先
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　
日
没
ま
で
の
色
彩
の
変
化
は
絵

を
描
く
こ
と
も
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど

の
幸
せ
な
時
間
を
く
れ
た
。

　
水
彩
　
31
×
41
㎝

93

「
関
谷
夕
景
」黒

川　

明

仲
間
た
ち
の
つ
な
が
り
が
発
展

し
、
未
病
を
テ
ー
マ
に
し
た
健

康
イ
ベ
ン
ト
へ
と
結
実
。
今
回

３
回
目
で
、
食
・
施
術
・
音
楽

・
物
品
販
売
な
ど
過
去
最
多
の

29
の
ブ
ー
ス
が
並
ん
だ
。

「
未
病
」
の
概
念
を
普
及
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
県

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

県
健
康
増
進
課
も
明
治
安
田
生

命
と
連
携
し
血
管
年
齢
測
定
な

ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

た
。
市
の

地
域
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー
は
フ

レ
イ
ル
測

定
会
、
ず

し
未
病
セ

ン
タ
ー
の

ブ
ー
ス
で

は
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
を

行
い
市
役

所
１
階
と

逗
子
ア
リ

ー
ナ
の
２

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
未
病

セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
促
し
た
。

ヨ
ガ
や
体
操
、
昭
和
歌
謡

や
久
木
小
学
校
合
唱
団
の
歌
、

和
太
鼓
な
ど
10
団
体
が
30
分
ず

つ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や

演
奏
を
披
露
し
、
リ
ン
パ
ケ
ア

や
気
功
整
体
、
運
動
や
セ
ラ
ピ

ー
、
体
に
優
し
い
食
べ
物
な
ど

の
出
店
も
あ
っ
た
。
ヨ
ガ
を
指

導
し
た
鈴
木
佳
野
実
行
委
員
長

は
「
医
療
だ
け
頼
ら
ず
、
健
康

と
豊
か
さ
を
皆
さ
ん
で
共
有

し
、
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
参

加
者
と
交
流
し
て
い
た
。 （
Ｋ
）

地
曳
網
で

　

多
世
代
交
流

　
　
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
主
催
の
多

世
代
交
流
事
業
・
地
曳
網
が
10

城
廻
多
目
的
ひ
ろ
ば
の
前
で
自
治
会
員
た
ち

『怪談　決定版』
（角川ソフィア文庫）

鎌
倉
・
長
谷
寺
の
高
台
か
ら

坂
ノ
下
海
岸
周
辺
の
街
並
み
、

彼
方
三
浦
半
島
ま
で
広
が
る
風

景
を
臨
む
エ
ノ
キ
。

輪
蔵
の
裏
山
に
上
る
眺
望
散

策
路
（
Ｏ
オ
ーＣ
Ｅシ
ャＡ
Ｎン

Ｖ
Ｉ
ビ
ュ

Ｅー

Ｗ

Ｐ
Ａパ

Ｔス

Ｈ
）
の
中
に
生
え
る
一

際
大
き
な
樹
だ
。
高
さ
10
ｍ
、

幹
回
り
２
６
０
㎝
ほ
ど
、
ノ
ウ
ゼ

ン
カ
ズ
ラ
が
巻
き
付
い
て
い
る
。

エ
ノ
キ
は
ア
サ
科
（
旧
ニ

レ
科
）
の
落
葉
大
高
木
。
こ
ん

も
り
と
茂
り
、
か
つ
て
は
一
里

塚
の
目
標
樹
と
し
て
植
え
ら
れ

た
。
漢
字
で
「
榎
」。

樹
形
や
葉
が
ケ
ヤ
キ
や
ム
ク

ノ
キ
と
似
て
い
る
が
、
エ
ノ
キ

の
葉
は
ギ
ザ
ギ
ザ
が
上
半
分
に

だ
け
あ
り
、
３
本
の
葉
脈
が
根

元
か
ら
目
立
つ
こ
と
が
特
徴
。

葉
は
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫
の

食
草
に
も
な
る
。

樹
皮
に
は
ゾ
ウ
の
皮
膚
の
よ

う
な
し
わ
が
入
り
、
秋
に
は
葉

が
鮮
や
か
な
黄
色
に
色
づ
き
、

橙
褐
色
で
丸
い
実
を
つ
け
る
。

秋
、
キ
ノ
コ
の
季
節
。
エ
ノ

キ
ダ
ケ
の
名
前
の
由
来
は
エ
ノ

キ
の
根
元
に
よ
く
発
生
す
る
キ

ノ
コ
で
あ
る
こ
と
か
ら
。

環
境
問
題
に
関
し
て
先
鋭

的
な
鎌
倉
を
東
京
都
外
で
は
１

号
店
に
選
び
、
今
後
周
辺
地
域

に
展
開
し
て
い
く
と
い
う
。

買
取
の
場
合
は
、
価
格
が
折

り
合
え
ば
買
取
し
、
再
流
通
。

洋
服
ほ
か
、
靴
、
バ
ッ
グ
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
な
ど
も
対

象
。
不
要
品
と
し
て
回
収
し
た

場
合
は
、
そ
れ
を
再
流
通
さ
せ

て
廃
棄
物
を
削
減
し
、
循
環
型

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

同
社
営
業
の
曳
地
勝
己
さ

ん
は
「
廃
棄
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
お
持
ち
込
み
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
る
。

地
域
社
会
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
た
め
、
定
期
的
に
染
み

抜
き
教
室
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
開
催
す
る
。
小
町
２
―

10
―
21
　
白
洋
舎
隣
り
。

ブ
ル
や
ベ
ン
チ
に
は
、
住
宅

地
内
の
家
屋
取
り
壊
し
の
際

の
廃
材
を
利
用
し
て
い
る
。

ひ
ろ
ば
の
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
た
市
長
は
「
見
違

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て

び
っ
く
り
し
た
」
と
い
い
、

「
行
政
に
申
し
立
て
を
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
住
民
の
力

で
作
り
上
げ
た
ひ
ろ
ば
は
希

望
の
光
に
な
る
。
鎌
倉
の
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

高
野
会
長
は
「
ち
ょ
う
ど

富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る

日
に
市
長
に
来
て
い
た
だ
い

て
よ
か
っ
た
。
こ
の
ひ
ろ
ば

が
当
会
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
、
今
後
住
民
の
皆
さ

ん
の
一
層
の
協
力
が
得
ら
れ

た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。

　
▼
宝
物
風
入
　
１
〜
３
日

円
覚
寺
、
建
長
寺
。
虫
干
し

を
兼
ね
て
寺
宝
を
公
開
。

　
▼
国
宝
舎
利
殿
特
別
公
開

１
〜
３
日
円
覚
寺
。

　
▼
湘
南
キ
ャ
ン
ド
ル
　
３

日
ま
で
17
〜
21
時
、
江
ノ
島

サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
。

　
▼
丸
山
稲
荷
社
火
焚
祭
　

　
８
日
14
時
、
鶴
岡
八
幡
宮

境
内
。
五
穀
豊
穣
、
無
病
息

災
祈
願
。
鎌
倉
神
楽
奉
納
。

　
▼
写
真
供
養
感
謝
祭
　
８

日
11
〜
14
時
、
浄
智
寺
。

　
▼
七
五
三
祈
請
祭 

15
日
。

女
子
７
歳｢

帯
解
き｣

、
男
子

５
歳｢

袴
着｣

、男
女
３
歳「
髪

置
き
」
息
災
と
幸
福
祈
願
。

　
▼
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
　

22
日
〜
12
月
７
日
長
谷
寺
。

　
▼
湘
南
の
宝
石
　
22
日
〜

２
月
28
日
江
ノ
島
サ
ム
エ

ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
な
ど
。

　
▼
新
嘗
祭
　
23
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
収
穫
の
感
謝

と
国
の
弥
栄
を
祈
念
。

　
▼
時
頼
忌
俳
句
大
会
　
23

日
11
時
、
建
長
寺
。

　
▼
一
ツ
火
法
要
　
27
日
17

時
、
遊
行
寺
。
事
前
予
約
制
。

灯
火
を
燈
し
仏
法
甦
り
念
仏

祈
念
。

「
Ｋ
か
Ａ
Ｍま

Ａ
Ｋく

Ｕ
Ｒら

Ａ

Ｐポ
Ｏエ
Ｅト
Ｔリ
Ｒー
Ｙ 

Ｆフ
ェＥ
スＳ
Ｔ

Ｉテ
ィＶバＡル
Ｌ 

詩
を
」（
通
称〝
詩

を
フ
ェ
ス
〞）
と
題
し
て
「
詩
」

を
中
心
と
し
た
文
化
の
祭
典

が
10
月
の
１
カ
月
に
わ
た
り
、

鎌
倉
・
北
鎌
倉
・
大
船
の
書
店
、

カ
フ
ェ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で

開
か
れ
、
詩
の
古
書
市
、
展
示
、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
朗
読
会
、

ラ
イ
ブ
な
ど
「
詩
」
に
か
か
わ

る
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。

鎌
倉
で
カ
フ
ェ
を
営

詩
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
と
交
流

鎌
倉
で
「
詩
を
フ
ェ
ス
」

や
な
ぎ
さ
ん
と
飯
沢
さ
ん
の
対
談

で
話
す
川
上
さ
ん
＝
川
上
邸
で

む
千ち

田だ

哲
也
さ
ん
が
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
開
催
。
各
イ
ベ

ン
ト
と
も
好
評
で
、
申
込
が

定
員
を
上
回
る
イ
ベ
ン
ト
も
。

18
日
の
「
北
鎌
倉
台
峯
で

の
一
日
〜
い
の
ち
の
こ
と
ば

を
き
く
」
で
は
、
30
人
ほ
ど

の
参
加
者
が
台
峯
に
足
を
運

び
、
幼
い
時
か
ら
台
峯
に
親

し
み
、
保
全
活
動
を
続
け
て

き
た
川
上
克
己
さ
ん
（
88
）

や
美
術
家
の
景
山

健
さ
ん
か
ら
話
を

聞
き
、
台
峯
緑
地

を
散
策
し
た
。

台
の
川
上
邸
で

は
、
美
術
家
・
や

な
ぎ
み
わ
さ
ん
と

詩
人
で
写
真
評
論

家
の
飯
沢
耕
太
郎

さ
ん
が
対
談
。
や

な
ぎ
さ
ん
が
台
湾

で
製
造
し
た
舞
台

ト
レ
ー
ラ
で
野
外

巡
礼
劇
を
各
地
で

巡
業
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
、
飯
沢
さ
ん
が
詩
の

朗
読
を
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。（
芸
楽
塾
と
東
京
自
由

大
学
が
主
催
）

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
古
民
家

で
４
日
間
開
か
れ
た
「
谷
川

俊
太
郎
写
真
展
」
で
は
、
築

90
年
ほ
ど
の
古
民
家
の
薄
暗

い
空
間
の
数
カ
所
に
谷
川
さ

ん
が
撮
影
し
た
写
真
が
飾
ら

れ
た
。
谷
川
さ
ん
の
ま
な
ざ

し
と
記
憶
を
思
い
思
い
に
感

じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
意
向
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
し
ば
し
畳
に

座
り
詩
集
や
写
真
集
を
手
に

と
っ
た
り
、
庭
を
眺
め
た
り
、

主
宰
者
が
静
か
に
語
る
話
に
耳

を
傾
け
た
り
し
て
い
た
。
詩
人

や
写
真
集
の
編
集
者
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
か
れ
た
。

主
催
の
千
田
さ
ん
は
「
来

年
以
降
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

鎌
倉
ゆ
か
り
の
俳
人
・
高

浜
虚
子
の
句
碑
が
、
鎌
倉
市

長
谷
の
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院

の
立
子
（
虚
子
の
娘
）
の
句

碑
の
隣
に
建
立
さ
れ
た
。

昨
年
の
虚
子
生
誕
１
５
０

年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
10
月
８
日
除
幕
式

が
虚
子
の
孫
、
ひ
孫
で
あ
る

俳
人
の
星
野
椿
さ
ん
（
95
）、

星
野
高
士
さ
ん
（
73
）
が
主

宰
す
る
俳
誌
「
玉
藻
」
の
主

催
で
行
わ
れ
た
。

句
碑
は
高
さ
１
６
０
㎝
、

幅
85
㎝
。「
咲
き
満
ち
て
こ

ぼ
る
ゝ
花
も
無
か
り
け
り
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

鎌
倉
朝
日
の
俳
壇
選

者
で
も
あ
る
高
士
さ
ん

は
「
椿
の
念
願
の
句
碑

が
で
き
た
。
親
子
句
碑

に
な
り
、
多
く
の
方
に

見
て
も
ら
え
た
ら
大
変

う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

立
子
と
並
ん
で
親
子
句
碑

虚
子
の
句
碑 

大
仏
殿
に

句
碑
の
前
で
星
野
椿
さ
ん（
左
）と
高
士
さ
ん
（
玉
藻
提
供
）

公演を前に練習に励む鎌倉校の生徒たち

台
峯
で
語
る
千
田
さ
ん

鎌
倉
朝
日
１
面

鎌
倉
朝
日
４
面
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奈
良
の
法
隆
寺
は
今
か
ら

１
４
０
０
年
以
上
前
に
建
て
ら

れ
た
日
本
最
古
の
木
造
建
築
物

で
す
。
築
後
何
回
か
の
大
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
五
重
の

塔
な
ど
の
そ
の
姿
は
現
在
で
も

重
厚
で
美
し
い
で
す
。

一
方
、
日
本
の
住
宅
に
目
を

向
け
る
と
20
〜
30
年
で
建
て
替

え
ら
れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
。

建
設
費
を
抑
え
る
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
施
工
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
材
そ
の
も
の
を
粗
悪
な
素
材

や
安
価
の
素
材
を
使
っ
た
り
、

人
件
費
を
抑
え
る
た
め
に
人
手

を
省
け
る
と
こ
ろ
は
徹
底
的
に

省
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

街
中
を
歩
く
と
昔
な
が
ら
の

趣
の
あ
る
家
が
ま
だ
少
し
残
っ

て
い
ま
す
。１
０
０
年
近
く
た
っ

て
い
て
も
、
外
見
も
中
身
も
何

の
問
題
も
な
く
普
通
に
存
在
し

て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
は
大
き

な
地
震
も
何
回
も
き
て
い
ま
す

し
、
毎
年
台
風
も
き
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
趣
の
あ
る
家
は
、

冬
は
寒
く
・
中
は
暗
く
・
設
備

は
古
い
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
問
題
は

簡
単
に
解
決
で
き
る
こ
と
で
す
。

重
た
い
瓦
は
金
属
板
に
、
部
屋

の
模
様
替
え
や
明
り
取
り
の
取

り
付
け
、
設
備
は
新
し
い
物
に

取
り
替
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。

寺
や
神
社
に
行
っ
て
何
で
落

ち
着
く
の
か
を
考
え
る
と
、
日

本
人
の
心
に
響
く
も
の
が
そ
こ

に
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

合
板
・
ベ
ニ
ヤ
・
ビ
ニ
ー
ル
ク

ロ
ス
か
ら
、
心
に
響
く
感
動
は

得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７
・
47
・
５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

法
隆
寺
で
な
く

て
も

138


